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当社の事業概況

総合エネルギー事業
43.3%

産業ガス・機械事業
26.5%

マテリアル事業
26.7%

その他の事業 3.5%

売上高
【連結】

9,062億円
（2023年3月期）

総合エネルギー事業
33.0%

産業ガス・機械事業
38.3%

マテリアル事業
28.5%

営業利益
【連結】

400億円
（2023年3月期）

ガス＆エネルギーがコア事業

注）その他調整額を含んでおりません※2021年度より「収益認識基準に関する会計基準」等を適用した後の数値となっております



イワタニの水素事業と将来ビジョン



水素燃料電池船の概要

サイズ 長さ約30m x 幅8m

総トン数 約175ﾄﾝ
水素積載量 約150kg (水素タンク3,680L)

定員 約150名
船速 10ノット
燃料電池 240kWh
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運航ルート（案）とバンカリング設備

中之島ゲート
ユニバーサル
シティ―ポート

夢洲

バンカリング設備
（関西電力㈱南港発電所内）

万博会場
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水素燃料電池船の開発

開発を目的とした実証船のみ

国交省 水素燃料電池船の安全ガイドライン（2018公表 2021改訂）に基づき設計

万博を起点とする商用運航

従来 本船
総トン

水素タンク

供給方法

用途

35MPa以下の容器を少数搭載

20t未満の小型船のみ

移動式orタンク積み込み 船舶専用の定置式ステーション

FCVで実績のある70MPa容器16本
170t超の中型旅客船
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停泊中電力供給

電気充電設備

水素充填設備 水素船

バンカリング設備概要

水素

FC 電池

系統電力
蓄電池

給電システムユニット
（受変電設備）

急速充電器
(CHAdeMO対応)充放電

運転圧力 70MPa
容量 3,680L

（230L×16本）
充填量 約140㎏
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次世代水素モビリティにおける水素充填量 船舶用水素ステーション

水素モビリティーの大型化

充填量・充填頻度・充填時間等の最適化

水素ステーション（バンカリング設備）の開発意義

FCV

5kg

水素船

150kg

水素ステーションの大型化が必要
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FCV用水素ステーション
2014年8月完成

2024年２月完成
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